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中
世
以
前
に
於
け
る
天
草
島
の
脈
史
は
、
極
め
て
箪
純
で
あ
る
3

然
る
に

永
禄
以
後
こ
一
度
此
の
地
に
切
支
丹
の
他
追
が
行
わ
れ
て
以
来
、
北
の
囮
睡

の
一
島
嶼
は
、
國
史
の
ヒ
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
ヽ
な
っ
た
。

余
の
考
う
る
と
こ
ろ
で
は
、
此
の
島
に
輿
え
た
切
支
丹
の
影
嘔
は
、
深

＜
且
つ
根
強
い
も
の
で
あ
っ
て
、
禁
敦
以
後
に
於
い
て
も
、
猶
そ
の
傷
統

は
仕
民
の
生
活
の
底
流
を
総
し
て
居
り
、
近
世
犬
草
氣
質
の
形
成
に
根
本

的
な
寄
輿
を
為
し
て
届
る
如
く
思
わ
れ
る
。

又
原
城
一
揆
の
後
、
江
戸
時
代
の
大
部
分
を
通
じ
て
此
の
地
方
が
天
領

と
し
て
特
殊
な
政
治
の
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
又
天
草
島
の
祉
會
を
特
色
付

け
る
要
因
と
な
っ
た
。

元
来
、
島
嶼
は
そ
の
地
理
的
制
約
の
故
に
、
他
の
籠
會
と
は
異
っ
た
現

象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
近
世
の
天
単
に
於
い
て
は
、
最
も
大

な
る
祉
會
間
題
と
し
て
、

人
口
間
頌
が
あ
る
。

即
ち
天
草
に
於
い
て
は
、
万
治
よ
り
悛
應
に
屯
る
約
一
ー
百
年
間
に
、

近

世

天

草

の

人

口

問

題

と

そ

の

背

憬

緒

ミ→--r1 

近
肌
天
背
じ
の

A

l
間

叫

人．

ロ
十
倍
し
て
、
終
始
人
口
過
剰
に
悩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
°
註
一
こ

れ
に
反
し
て
天
草
に
隣
り
す
る
五
島
に
於
い
て
は
、
大
正
昭
和
の
頃
に
及 し

朕
態
で
あ
っ
仁
二
九
島
民
俗
闘
誌
）
。

島
の
生
活
に
対
す
る
埋
瀦
り
手
懸
り
と
し
て
市
要
で
あ
る
。

元
来
天
草
は
、
山
岳
軍
骨
、
丘
陵
地
が
多
く
地
形
樅
糾
で
｀
林
野
は
総

面
積
の
七
割
を
占
め
ふ
と
稲
せ
ら
れ
、
耕
地
が
少
く
、
拇
面
の
干
拓
に
よ

つ
て
新
田
の
開
悛
が
企
脳
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
多
く
は
排
水
不
良

で
牧
穫
も
従
つ
て
少
い
°
註
＝
此
の
根
本
的
條
件
は
、
現
在
も
楚
ら
ず
、
之

れ
に
闊
し
て
、
大
正
十
五
年
天
草
郡
に
よ
っ
て
編
輯
さ
れ
た
一
犬
草
案
内
」

は
、
水
栢
の
條
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
そ

3

反
嘗
牧
穫
は
鳩
か
一
石
一
＝
升
五
合
で
、
縣
下
平
均
一
反
歩
牧
穫
禍
に
及
ば
ざ
る

こ
と
賓
に
八
斗
九
升
五
合
で
あ
る
。
耕
抽
は
表
土
海
く
、
平
均
―
―
一
寸
余
に
過
ぎ
す
、
桁
薄

た
る
粘
土
質
多
く
、
下
層
は
作
水
に
乏
し
く
、
且
灌
漑
用
水
の
不
足
と
深
耕
の
不
可
能
な

る
と
は
、
稲
作
改
良
3

至
雛
と
さ
れ
る
貼
で
あ
る
」
。

そ
の
他
の
農
作
物
も
、
亨
採
年
代
漸
く
産
額
の
増
加
を
み
た
と
思
わ
れ

る
廿
藷
が
、
必
然
的
に
重
要
な
地
位
を
占
む
る
に
至
っ
た
こ
と
及
び
換

金
作
物
と
し
て
文
政
元
平
以
来
、
廿
庶
が
幾
度
か
の
闊
限
令
に
も
閲
ら

ず、

51績
い
て
栽
培
芯
れ
た
以
外
は
、
特
に
取
ぐ
べ
き
も
の
に
乏
し
い
。

而
し
て
他
の
産
業
は
、
或
は
樵
業
の
如
く
登
展
の
余
地
を
存
し
な
が
ら

未
骰
逹
で
あ
り
、
又
砥
石
・
陶
土
の
如
き
軍
要
な
る
資
源
は
存
し
た
が
、

ん
で
も
、

こ
の
相
異
る
二
つ
の
吝
は
、
何
れ
も

他
郷
人
の
移
住
を
欣
迎
し
な
け
れ
土
な
ら
虹
位
、

そ

り

背

1--l -・-・・ I t 
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草
の
所
廊
す
る
肥
後
の
國
の
人
口
は
、
寛
延
三
年
に
於
て
、

四
四
、
弘
化
三
年
に
於
て
、
七
五
五
、
七
八
一
と
な
り
、

犬
草
に
於
け
る
人
口
問
題

こ
と
が
、
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
五
年
に
至

い
る
。

ト
八
年
九
月
に
．
士
つ
て
軍
成
は
、

反
車
代
官
と
な
り
、
以
後
十

六
二

0
、

て
加
著
な
治
栢
を
歿
し
た
鈴
木
ボ
成
に
、

k
草
亡
所
闇
殷
仕
沿
を
命
じ
て

て
は
常
滅
化
し
て
店
る
と
云
つ
て
よ
い
と
息
う
。
今
便
宜
↓
鯰
、
嗣
山
直

太
郎
氏
の
ー
近
世
い
本
人
口
の
針
究
に
よ
つ
て
そ
の
頁
際
を
み
る
と
、
尺

篇
府
は
、

賞
時
胤
彼
の
島
原
に
昴
惰
中
の
、

後
に
反
旱
初
代
．
の
代
官
と
し

近
世
天
草
の
最
も
特
異
な
る
現
象
は
、

時
代
に
於
け
る
人
口
が
、
多
く
停
滞
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
現
在
に
あ
っ

於
け
る
と
詞
様
で
あ
っ
た
U

北
の
無
人
の
他
野
を
＂
街
悲
に
復
せ
し
め
る
こ

と
は
、
常
事
者
に
~
つ
て
切
頁
な
間
晶
で
あ
っ
た
か
り
、
卜
六
年
十
月
、

そ
の
人
日
間
題
で
あ
る
。
徳
川

が
ヽ

此
の
叛
胤
に
よ
っ
て
一
仙
し
去
ら
い
た
こ
と
、

仝
く
島
原
の
南

H
に

ク

）

、

',1 

主
と
し
て
両

H
伽
の
ん
を
姐
村
し
て
店
る
。

即
ら
犬
苧
束
部
の
仕
民

め
の
為
め
に
下
向
し
だ
久
憔
人
和
守
笠
も
、

束
目
筋
は
人
影
薄
き
が
故

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ご
れ
ば
ー
校
直
後
、

寛
永
十
五
年
江

ri
か
ら
宗
円
改

総
、
寛
永
卜
四
ー
ト
五
年
の
間
に
於
い
て
、

（
一
八
六
七
年
）
迄
約
＾
―

e
J
0
年
間
に
、

人
口
卜
倍
し
た
。
5

附
表
参
照
）

註
一「
人
点
＾
年
々
相
噌
営
時
御
腐
武
刀
―
―
千
石
余
之
場
所
―
一
人
敷
拾
試
万
余
有
之
辿
も
田
畑

斗
之
稼
―
―
両
者
渡
世
出
来
不
仕
餃
―
―
付
他
國
稼
等
二
罷
出
度
候
得
共
前
々
よ
り
疱
拾
を
嫁

候
所
風
に
御
座
候
得
は
共
俄
戌
出
来
難
仕
礁
方
山
林
を
重
ー
ー
相
稼
候
慮
近
年
＝
一
至
候
而
は

山
林
竹
木
茂
悉
伐
怠
其
上
不
漁
打
緻
一
統
囚
窮
―
―
羨
辿
難
以
給
御
閉
傑
」

（
露
政
度
二
願
書
）

註
二「

天
草
郡
之
滋
は
野
山
転
糾
ー
ー
而
土
地
胚
鋪
谷
間
迫
間
之
地
所
勝
―
―
有
之
雨
毛
作
之
田
地

少
、
其
上
二
郡
一
闘
之
離
島
ー
ー
而
御
肱
候
得
共
川
丈
短
、
ホ
エ
間
近
二
御
庄
候
故
、
悌
之

旱
―
―
茂
及
渇
＊
—
-
田
地
用
水
―
―
不
足
仕
百
姐
困
窮
之
場
所
柄
」

（
文
化
四
年
「
肥
後
國
天
草
郡
村
々
御
手
裳
定
免
伺
宝
竺
）

「
天
草
郡
之
俄
賑
島
I

一
而
山
野
膀
之
場
所
―
―
有
之
、
御
田
地
は
谷
間
迫
間
多
、
一
体
地
面

不
宜
、
田
畑
共
土
性
悪
敷
米
穀
出
末
方
無
甲
斐
、
百
姐
困
窮
之
地
所
―
―
有
之
」

盆
窺
政
六
年
「
以
書
付
奉
願
候
御
事
一
）

百
七
卜
五
人
、

即
ら
一
割
弱
が
増
加
し
た
こ
と
＼
な
る
。

然
る
に
天
車
の
人
口
は
、
万
治
．
年
年
〈
一
六
几
几
年
）
か
ら
慶
咆
四
年

近
担
天
草
の
人
口
に
刷
す
る
り
取
初
の

H
つ
最
大
の
出
来
事
は
、
島
原
半

島
に
面
す
る
所
謂
束
目
り
仕
民
が
、

肌
げ
て
原
城
の
一
揆
に
参
加
し
た

人
口
の
殆
ん
ど
半
ば
が
失
わ

九
、
五
六
と
な
る
。

し
叶
こ
な
、
、
-
．
し
よ
、

｝＇り

1

・
ト
一
年
間
に
三
卜
万
―

f

千
六

人
口
指
敷
を
一

o
u、
0
い
と
す
れ
ば
、
弘
化
三
年
に
於
い
て
は
、

i
O
 

更
に
几
州
地
方
を
概
括
的
に
び
る
に
、

五
、
三
七

u‘
弘
化
三
年
の
人
口
三
、
四
六
八
、

0
四
五
で
、

寛
延
三
年
の
人
口
、
こ
、
一
六

述
珈
こ
K'

草
の
人
口
問
題
と
そ

0

背
繋

こ
れ
は
一
地
方
に
極
限
さ
れ
て
居
り
、
多
く
の
島
民
逹
は
、

山
稼
（
寛
政
頃
に
は
居
住
地
の
周
邊
を
伐
り
盤
し
た
ら
し
い
）
と
、
所
謂
俵

物
に
謁
す
る
煎
侑
鼠
•
干
砲
麟
鰭
及
び
即
杞
．
配
置
．
鳳
如
応
に
依
存
す
る

年
に
至
る
一
工
＇
一
年
間
に
、

三
一
五
、
五
三
七
八
、

山
林
に
よ
る

つ
て
、

几
五
二
、

0
三
七
と
な
っ
て
届
る
。
即
ち
寛
延
三
年
よ
り
弘
化
三

を
見
て
居
る
こ
と
ヽ
な
る
。

叩
ち
二
割
強
の
増
加

寛
政
三
年
の



代
年
譜
」
）浪

人
百
飩
有
り
附
き
申
し
度
＜
申
す
に
於
て
者
、
其
村
よ
り
小
屋
掛
い
た
し
有
り
付
け

置
き
申
す
可
く
候
。
飯
米
持
ち
申
さ
ざ
る
者
の
儀
は
、
此
の
方
え
相
廠
＂
巾
す
ぺ
く
候

（
六
月
廿
二
日
伊
兵
衛
殿
被
仰
出
候
御
ケ
條
）

と
あ
る
か
ら
、
原
城
一
揆
後
の
約
五
十
年
間
は
、
島
外
か
ら
の
移
住
者
が

犬
草
は
正
に
、

（
正
鶴
五
年
大
庄
屋
取
立
に
誦
す
る
鯛
書
）

で
あ
っ
た
。

歓
び
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

丹
騒
動
御
仕
償
以
後
、
人
彿
底
に
相
成
り
、
他
國
よ
り
入
人
多
く
仰
せ
付

け
ら
れ
候
場
所
」

一
揆
直
後
の
天
草
の
人
口
は
明
ら
か
で
な
く
、
唯
強
い
て
推
測
す
る
な

ら
ば
、
凡
そ
天
草
の
人
口
十
万
と
推
定
さ
れ
る
天
明
八
年
に
書
か
れ
た

「
天
草
郡
記
録
」
が
、
「
人
高
先
年
と
は
二
十
倍
の
増
人
に
て
」
と
云
つ
て
い

る

5
と
か
ら
、
か
つ
●
て
人
口
五
千
位
の
時
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

算
準
女
拿

ni仄
沿
・
漏
遷
泣
t

た
9ta

讚
鵞

「
寛
永
年
中
切
支

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
幕
命
に
よ
つ
て
、
次
第
に
失
わ
れ
た
る
住
民
が

補
わ
れ
て
行
っ
た
こ
と
か
推
測

3
れ
る
。
此
等
の
移
民
に
は
、
住
宅
が
村

に
よ
つ
て
提
供
＄
れ
、
農
具
は
公
儀
持
ち
で
あ
っ
た
。

「
年
表
事
略
」
に
よ
れ
ば
、

明
暦
元
年
の
躙
害
に
も
、

年
間
在
職
す
る
こ
と
ヽ
な
る
が
、
寛
永
卜
九
年
に
は
、
住
民
の
大
半
を
失

っ
た
島
原
天
草
の
荒
啜
地
に
対
し
て
、
犬
領
及
び
几
州
諸
藩
か
ら
移
民
が

行
わ
れ
る
こ
と
ヽ
な
っ
た
9

犬
草
へ
の
移
民
中
、
現
在
明
ら
か
に
な
つ
て

い
る
の
は
、
薩
摩
か
ら
一
―
―
卜
戸
・
荘
卜
五
人
・
馬
四
十
J
L
頭
が
、
七
月
に
肥

後
か
ら
移
民
百
七
十
人
と
馬
二
十
頭
が
人
植
し
た
こ
と
で
あ
る
。
引
績
き

移
民
が
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
「
尺
草
郡
年
表
事
略
」
正
保
四
年
條
に
、

他
國
よ
り
入
百
娯
五
百
人
住
居
被
仰
付
餃

（
松
田
唯
雄
氏
「
天
草
近

わ
れ
る
が
、
略
こ
正
確
に
天
草
の
人
口
が
知
b
得
る
の
は
、

IL後
廿
年
の

万
治
二
年
（
一
六
五
九
年
）
に
行
わ
れ
た
検
地
か
ら
で
、
人
ロ
一
万
六
千
。

そ
の
以
後
の
人
口

D
幾
化
は
、
附
表
に
よ
つ
て
見
ら
れ
る
如
く
、
慶
曝
四

年
に
は
、
十
五
万
六
千
余
に
逹
す
る
程
、
顕
著
な
増
加
を
．
ぷ
し
て
い
る
。

低
川
初
期
に
於
て
、
詭
意
島
外
か
ら
の
人
口
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
天
草
も
、
寛
政
二
年
の
頃
に
至
っ
て
は
、
余
剰
人
口
の
轄
出
を
計

ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
°
註
胤
後
百
五
十
年
に
し
て
、
全
く
反
封
の
立

場
に
置
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

•三

會

所

，

詰

大

庄

屋

註
御
仕
法
方
天
草
郡
百
姓
共
闘
東
引
越
下
御
躙
態
由
躙
侯
、
然
者
御
勘
定
所
よ
り
出
候

御
書
付
嵩
左
ー
ー
記
、
御
勘
定
所
＿
二
叩
御
勘
定
稲
生
平
左
衛
門
殿
被
申
開
候
＾
天
草
郡
之
攀

は
所
不
相
應
多
人
藪
之
場
所
と
兼
而
相
聞
候
、
闘
東
筋
者
至
而
人
少
―
―
而
茄
地
等
も
藪
多

有
之
段
々
御
世
話
も
有
之
候

右
ー
ー
付
多
人
敷
之
所
よ
0

引
越
等
＾
出
末
不
間
敷
哉
、
急
度
承
届
候
と
申
儀
ー
ー
而
は
無
之

内
―
―
被
問
合
申
候
段
被
申
開
候
＝
ー
付
仰
之
通
天
草
之
儀
＾
高
不
相
應
＝
多
人
藪
―
―
而
至
而

難
儀
仕
侯
゜

1

体
所
風
ー
一
而
疱
癒
を
嫁
ひ
候
ー
ー
付
是
迄
他
所
へ
稼
等
罷
出
候
者
も
無
御
座
、
長
崎
表

に
男
女
共
稼
奉
公
一
ー
前
々
よ
り
罷
越
候
得
共
、
其
外
之
所
（
は
罷
越
不
申
夫
一
ッ
＾
人
藪

多
候
様
巾
建
候
虞
平
左
衛
門
殿
被
巾
候
ほ
若
引
越
等
相
望
條
も
の
有
之
候
＾
引
越
料
夫
食

農
具
等
之
御
手
嘗
テ
は
被
仰
付
候
、
引
越
百
姓
出
末
候
（
は
夫
た
け
郡
之
ゆ
る
、
｀
、
―
-
相
成

双
方
た
め
二
宜
敷
、
上
之
御
為
―
ー
も
相
成
候
儀
ー
ー
候
間
村
相
聞
親
右
之
儀
拙
者
方
（
被
申

出
候
様
被
申
開
候
而
村
方
聞
届
可
申
旨
江
戸
川
口
長
兵
衛
方
よ
り
申
越
候
間
承
屑
可
檎
申

候
。右
御
書
付
之
趣
を
以
村
々
得
と
御
聞
乱
被
成
、
右
書
付
を
以
組
方
よ
り
御
届
可
被
成

候
。
尤
御
延
引
―
―
成
候
而
＾
相
成
不
申
候
間
此
廻
朕
届
次
饒
御
開
筑
被
成
早
々
御
申
越
可

被
成
候
。
尤
此
廻
欣
刻
付
ヲ
以
組
元
よ
り
組
元
え
彼
織
送
可
被
成
候
。
右
之
段
申
遣
度
早

々
以
上
。



る
。
幾
多
の
史
料
に
見
ら
れ
る
如
く
、

恐
怖
も
あ
つ
て
、
頑
強
に
そ
の
故
瑯
を
離
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

人
口
を
島
外
に
向
つ
て
吐
き
出
す
方
法

併
し
、

徐
々
に
で
は
あ
る
が
、

記

録

（

高

濱

村

上

田

氏

載

）

に

゜

安
永
六
年
七
月
り
ー
村
々
奉
公
稼
之
依
に
付
布
近
将
監
殿
被
仰
渡
候
」
な
る

k
卓
の
島
民
は
、
疱
術
に
荊
す
る

寛
政
＾
．
年
に
は
、
以

L
の
如
く
、

と
、
大
庄
屋
↓
報
街
に
よ
っ
て
、

明
ら
か
で
あ
る
。

以
卜
の
文
占
に
よ
れ
ば
、

應
の
多
人
散
に
逹
し
た
天
卓
島
民
を

「
御
用
鴎
窃
帳
い
）

天
領
の
管
轄
者
た
る
勘
定
奉
行
が
、
高
不
相

網
閲
務
の
余
地
あ
る
刷
束
に
移
し

此
の
企
劃
は
、

て
、
伯
皓
を
緩
和
せ
ん
と
し
た
も
の
で
｀

と
思
わ
れ
る
川
口
長
兵
衛
な
る
粁
の
殷
案
に
か
＼
る
も
の
ら
し
い
。
然
る

に
、
此
の
計
た
回
は
、
仝
く
島
民
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
つ
た
こ

他
領
え
の
移
住
が
考
慮
せ
ら
れ
た

が、

Itへ
の
以
後
は
、
真
び
こ
の
事
な
く
し
て
終
つ
た
も
刀
の
、
よ
う
で
あ

江
戸
の
町
人
か

文
化
十
年
八
月

他
國
え
罷
越
候
者
立
儀
付
取
締
巾
渡

（
前
略
）
百
姓
町
人
之
内
困
窮
者
之
兄
弟
井
枠
娯
等
他
國
え
奉
公
稼
二
差
出
候
者
＾
蜆
類
五

人
組
之
者
共
え
茂
巾
聞
村
役
人
え
巾
出
往
末
切
手
話
取
可
差
出
候

一
百
妍
町
人
株
式
相
絵
罷
在
候
者
ハ
株
式
を
拾
他
國
に
本
公
稼
等
―
―
罷
越
傑
儀
容
易
―
―

難
相
成
事
＝
侯
且
父
不
限
男
女
親
類
組
合
村
役
人
え
茂
不
巾
出
無
往
末
―
―
而
他
國
え
罷

越
候
者
削
々
よ
り
法
度
二
條
條
禰
以
座
固
守
可
申
候
右
之
通
相
鵠
候
上
―
l

而
茂
不
相
用

無
往
来
二
而
他
國
え
罷
越
候
者
え
は
欠
落
も
心
に
侯
條
親
類
組
合
村
役
人
申
合
心
常
テ
之

先
々
相
尋
日
敷
七
日
梓
相
尋
候
而
茂
不
尋
出
候
＾
、
禰
欠
落
者
ー
ー
相
決
視
類
組
合
村
役
人

連
印
二
而
早
速
御
役
所
え
屈
書
可
差
出
候
（
下
略
)

つ
て
も
心
規
い
得
る
。

C

木
山
氏
蔽

せ
ん
と
す
る
嬰
圭
叩
に
基
つ
く
も
の
で
あ
っ

te
こ
と
は
、

富

岡

御•六

役

所

戌

月

主

恒座

以
青
付
木
答
候
御
事

（
中
略
）

引
越
候
百
姓
出
来
侯
得
者
夫
丈
跡
之
ゆ
る
｀
、
こ
一
茂
相
成
双
方
之
た
め
＝
ー
宜
候
間
、
村
方
開

乱
否
申
上
餃
様
被
仰
渡
奉
承
知
本
戸
組
村
々
相
紬
申
候
虐
御
憐
‘
，
益
を
以
被
仰
渡
傑
趣
難
有

難
奉
＃
餃
得
共
雨
郡
之
液
所
之
風
―
―
而
痘
斎
を
嫁
巾
候
ー
ー
付
遠
國
―
―
引
越
申
候
儀
難
成
段

巾

出

候

＝

一

付

為

御

屈

淋

付

奉

差

上

候

以

上

本

戸

組

「
ニ
―
1

一
ヶ
月
舟
之
日
敷
日
雇
月
雇
奉
公
稼
他
國
出
之
者
緞
千
人
二
而
出
這
入
多
、
殊
―
―

出
稼
先
二
均
ゐ
て
も
居
所
不
定
、
都
合
―
―
随
ひ
所
替
等
致
し
候
俊
一
ー
御
座
候
」

(
「
出
職
出
稼
奉
公
入
取
扱
方
願
淋
」
）

比
粕
な
ぎ
過
剥
人
日
を
擁
し
な
が
ら
天
亨
島
が
、
網
領
内
の
人
口
を
他

領
に
向
つ
て
送
り
出
す
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
の
は
、
封
娃
批
會
の
封
建

祉
會
た
る
所
以
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
れ
が
先
ず
一
定
の
頁
納
者
を
確
保

次
り
御
陶
書
に
よ

註

喩久大貨
町

田國江岡

粗糾組役

寛
政
二
戌
年
五
月
十
九
日

木）<

庄

屋

御

中

四

郎

な
い
の
で
あ
る
。

っ
た
註
然
し
鯰
政
者
は
、

人

衆

中

近

世

天

草

の

人

口

問

題

と

そ

の

背

景

と
し
て
は
、
出
稼
奉
公
が
あ
る
。
事
賓
、
相
嘗
多
く
の
村
が
、

長
崎
に
赴
き
、

又
は
季
節
芳
働
者
と
し
て
、
肥
後
に
赴
く
者
が
少
く
な
か

こ
の
様
式
に
よ
る
人
口
間
穎
の
解
決
を
魯
ば

四

他
領
特
に



進
出
し
た
か
古
か
は
疑
間
で
あ
る
。
古
米
、

し
た
も
り
が
あ
り
．
或
村
で
は
、
廿
六
人
の

村
閏
之
人
別
割
合
何
人
迄
は
本
公
に
出
で
俣
で
も
差
し
支
え
無
之
と
申
す
儀
も
、
村
砧
不
相

應
に
他
所
に
ポ
公
稼
に
出
で
候
者
多
く
相
成
ら
ざ
る
様
、
村
役
人
袖
斯
無
（
取
計
ら
ふ
可
し

註
村
汰
之
事
、
裳
村
他
國
出
稼
之
儀
者
、
男
女
共
、
成
丈
芹
出
不
巾
様
，
帥
々
よ
り
販
極
罷

在
侯
（
風
土
行
事
書
上
控
一
）

天
阜
よ
り
の
長
崎
川
稼
者
が
必
か
に
増
加
す
る
や

れ
嬌
り
に
杏
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
長
崎
本
公
を
差
止
め
て
店
る
が
如
ぎ
、

そ
の
極
端
な
る
現
わ
れ
で
、
慶
應
元
ギ
モ
丘
月
の
御
釦
書
に
先
ず
此
の
事

居
候
も
い
、
呼
返
し
人
数
名
前
吉
帖

}
j
か
、
一
長
崎
奉
行
椋
人
引
戻
改
方

帳
」
嗚
刀
記
緑
か
存
し
、
中
に
は
一
村
で
四
十
六
人
の
出
稼
人
を
呼
び
返

l

我
儘
巾
伽
蹄
村
致
さ
ざ
る

天
草
人
は
疱
術
を
恐
る
＼
り

余
り
、
故
郷
を
離
れ
な
い
特
殊
の
風
習
を
持
つ
て
い
た
3

一
度
他
國
に
出
た

者
で
も
、
疱
術
流
行
す
る
や
、
直
ち
に
即
島
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
註

註
二
嘗
島
は
人
別
多
く
他
國
出
稼
り
も
の
も
敷
多
御
座
候
得
共
疱
府
を
嫁
ひ
候
島
柄
ー
ー
而
他

國
え
罷
出
候
而
茂
疱
癖
流
行
い
た
し
候
得
は
速
一
ー
婦
島
い
た
し
俣
憐
ー
ー
付
年
季
を
極
出
職
出

近

世

天

草

の

人

目

問

題

と

そ

の

背

最
凡
民
自
身
無
制
限
に
他
領
に

天
草
の
各
所
に

長
崎
え
罷
越

き
た
い
。

五

牧
え
て
想
像
を
加
え
る
な
ら
ば
、

同
じ
條
件
の
も
と
に
あ
る

又
自
由
に
出
國
が
，
111
ご
れ
た
と
し
て
も
、

者
共
L

を
卑
げ
て
居
ろ
も
の
も
あ
る
。

崎
川
稼
人
り
引
戻
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

痙
質
、

建
批
會
の
封
立
物
と
な
り
、
更
に
他
の
一
面
に
於
い
て
、
農
民
と
し
て
封

建
社
會
を
支
持
す
る
機
能
を
喪
失
す
る
こ
と
＼
な
る
の
で
あ
る
か
ら
此
の

出
稼
が
平
時
に
於
て
容
認
せ
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
は
、
常
然
の
理
由
が
存

し
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

文
政
卜
三
・
|
四
面
年
も
亦
、
連
績
せ
る
不
作
に
よ
つ
て
、
特
に
他
領

出
稼
が
奨
厠
さ
れ
て
届
る
か
咋
此
の
雨
中
の
御
陶
吉
を
み
る
と
、
次

男
・
三
男
詑
び
に
小
兒
が
到
級
と
＄
れ
つ
＼
、

と
考
え
ら
れ
る
婦
女
子
が
取
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
特
に
注
意
し
て
置

緑
清
的
弱
粁
た
る
婦
女
子

は
、
間
々
の
障
害
に
も
拘
ら
ず
、
絶
え
ず
領
外
に
流
出
し
て
居
り
、
婦
女

即
ち
町
人
化
で

一
面
に
於
い
て
商
人
化
す
る
こ
こ
に
よ
つ
て
封

が
見
え
、

（
口
天
草
近
代
平
讀
）
、

翌
皮
應
二
年
の
秋
に
及
ん
で
は
、

更

に

長

で、

箪
芙
の
風
に
馴

特
に
唆
暉
年
間
に
及
ん
で
｀
長
崎
笞
易
の
範
園
が
撒
人
ご
れ
る
に
及
ん

「
営
年
は
一
鉢
に
作
柄
宜
し
？
ら
ず
傑
間
諸
事
格
別
に
低
約
い
た
し
村
小
入
用
怖
々
減
少

せ
し
め
男
女
共
他
國
稼
ぎ
に
罷
り
出
で
度
し
と
巾
候
ぱ
は
定
之
通
り
大
庄
屋
よ
り

□々
無
く

稼
ぎ
往
末
相
渡
し
来
春
た
食
不
足
に
之
無
き
様
村
役
之
も
心
深
切
に
世
詰
致
す
可
＜
候
。

但
し
投
鯰
ポ
公
人
之
儀
、
稼
中
は
宜
敷
哉
に
候
得
共
蹄
國
之
上
百
別
に
セ
児

n
兼
ね
食
味

を
始
め
衣
頗
は
き
物
に
至
る
迄
自
然
と
町
人
風
に
相
成
り
店
物
除
き
之
品
杯
小
廂
行
い
た

し
、
中
に
は
莱
種
を
始
め
諸
品
不
慎
り
品
々
疵
代
な
し
不
審
之
儀
折
々
相
開
、
時
々
乱
を

受
け
候
事
に
付
可
成
丈
け
・
町
、
ホ
公
不
為
致
記
後
、
筑
前
．

ll
向
遡
、
人
不
足
之
楊
所
之
稼

に
罷
越
俣
様
、
世
話
可
致
侯
」

以
卜
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
如
＜
‘
鯰
政
村
の
恐
れ
た
の
は
、
農
民
の

れ
る
。

註

年
間
の
面
哩
木
村
の
巾
国
玉

C
あ
っ
た
尾
卜
家
の
記
緑
に
よ
つ
て
も
、

ざ
る
を
得
な
い
Q

文
政
四
年
の
間
内
を
刷
げ
が
は
、

痘
は

火
の
如
く
で
あ
る
。

と
云
う
政
俎
応
ら
見
ら
れ
、

又
此
の
方
釘
が
蹟
瞑
忍
ご
れ
た
こ
と
は
、

状
態
に
立
ち
が
つ
て
は
、
先
す

r四
内
の
人
口
を
削
減
す
る
こ
と
を
考
慮
せ

文
久

併
し
不
作
に
よ
っ
て
、

領
内
の
人
口
を
賽
い
船
い
こ
と
が
豫
籾
＄
れ
る

稼
父
は
本
公
稼
等
い
た
し
俣
も
ウ
無
之
」

こ
出
瞼
缶
稼
奉
公
人
取
扱
方
願
害
，
）



更
に
天
草
に
と
つ
て
、
尤
大
な
人
日
を
奪
い
去
っ
た
も
の
に
、
天
然
痘

の
流
行
が
丸
る
。
近
恨
天
草
に
於
け
る
天
然
痘
の
所
見
は
、
気
永
三
年
の

頃
か
ら
で
夜
ろ
が
、
現
在
の
管
見
で
も
、
以
後
徳
川
時
代
を
通
じ
て
、
三

痘
癒
に
よ
る
人
口
の
減
少

と
は
、
嘗
然
豫
想
苔
れ
て
よ
い
。

珀
霞
天
草
の
人
口
岡
畢
と
i

ぷ
0

背
景

子
岱
出
稼
ば
、
特
に
文
中
に
於
て
言
う
必
要
が
認
め
ら
、
れ
な
か
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
。

註
昨
子
年
風
狛
引
紋
、
引
柄
不
足
、
小
前
末
々
迄
及
雄
澁
、
殊
に
嘗
寅
春
は
、

t
月
も
有

之
、
銘
々
之
儀
に
付
ぼ
合
、
次
男
三
男
並
に
子
供
に
至
迄
、
他
國
日
履
稼
永
公
等
に
差

出
、
難
儀
を
凌
候
襟
可
致
候

但
奉
公
稼
往
末
之
像
は
、
定
例
之
外
日
限
差
延
、

1

ヶ
年
稼
に
も
致
、
無
滞
可
差
出
候

、

（

木

山

氏

載

文

政

言

一

年

「

御

躙

書

寓

帳

」

）

1.諸
國
見
合
わ
せ
之
内
、
天
草
郡
之
儀
は
不
・
作
な
が
ら
、
先
づ
可
成
に
付
き
、
ロ
ハ
今
の

内
銘
々
心
掛
け
、
次
男
一
1

一
男
末
々
ク
者
共
は
、
日
雇
奉
公
稼
に
差
し
出
し
、
窮
民
相
噌
さ

ざ
る
様
、
厚
く
世
話
致
す
べ
く
候
（
木
山
氏
蔵
文
政
十
四
年
「
御
鯛
書
寓
帳
」
〗
）

斯
く
て
多
少
の
出
稼
人
は
あ
ろ
に
せ
よ
、
人

n
の
増
加
は
終
に
停
止
す

る
こ
と
な
く
、
文
政
十
年
の
頃
に
は
、
反
卓
の
人
別
他
の
地
方
に
比
し
て

十
倍
す
ろ
と
梢
せ
ら
れ
る
に
至
り
、
人
日
の
ボ
堅
は
噌
大
す
る
の
＇
｛
で
あ

る。‘
而
か
も
此
の
人
日
の

K
外
は
、
何
等
の
制
約
な
し
に
起
っ
た
も
の
で
は

な
か
つ
た
。
癒
川
計
命
口
に
於
て
は
、
周
期
的
に
起
り
来
る
飢
饉
に
よ
っ

て
、
幾
多
の
人
へ
叩
が
失
わ
れ
、
飢
価
後
の
農
村
に
は
、
人
1
半
減
す
る
も

の
の
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
天
草
の
{
が

凶
作
を
免
れ
る
わ
け
は
な
く
、
食
料
り
映
乏
が
人
11
の
増
加
を
院
げ
か
こ

閣
瞼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
ら
し
い
。

が
あ
る
。

幕
末
に
及
ん
で
確
賞
な
る
種
痘
法
が
輸
人
さ
れ
る
迄
長
崎
を
中
心
と
す

る
諸
地
方
に
於
け
る
痘
癒
の
災
禍
は
極
め
て
甚
大
で
、
天
単
に
於
け
る
そ

の
限
史
は
本
稿
に
密
接
な
醐
辿
を
有
す
る
か
ら
徳
川
時
代
に
於
け
る
天
草

に
痘
術
が
如
何
な
る
影
響
を
輿
え
た
か
を
概
観
す
る
こ
と
＼
す
る
3

封
外
的
に
文
化
と
共
に
傭
染
病
を
も
全
國
に
先
ん
じ
て
受
容
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
つ
た
此
の
地
域
は
、
早
く
か
ら
外
園
偲
来
の
悪
疫
の
惨
禍
を

例
え
ば

JV
イ
ス
・
ブ
ロ
イ
ス

問
題
は
天
草
の
人
口
閲
題
を
考
う
る
に
営
つ
て
一
應
顧
み
て
お
く
必
要

十
回
以
上
に
亘
つ
て
、
天
草
を
襲
い
、
多
く
の
人
命
を
奪
い
去
つ
た
。
一

度
流
行
期
に
入
れ
ば
、
一
旦
罹
病
し
て
免
疫
と
な
っ
た
者
以
外
の
殆
ん
ど

全
部
が
痘
疱
を
煩
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
晰
片
的
な
記
述
な
が
ら
、
寛

政
六
年
に
は
、
志
岐
村
が
、
不
残
疱
癒
を
仕
廻
つ
た
と
云
わ
れ
、
享
和
六

年
に
は
、
崎
津
村
は
一
時
七
分
通
り
の
死
亡
者
が
生
じ
た
と
云
う
榛
な
記

泣
が
見
ら
れ
る
。
文
化
十
一
年
の
御
陶
書
に
ぶ
品
郡
之
儀
、
疱
術
を
忌
嫌

び
た
す
ら
こ
れ
を
避
け
遁
れ
が
た
き
に
及
ん
で
、
煩
ふ
も
の
大
か
た

は
非
命
之
死
を
い
た
し
候
」
と
云
つ
て
い
る
の
は
、

一
方
に
於
い
て
斯
く
の
如
き
天
然
痘
の
頻
繁
な
る
流
行
に
よ
っ
て
、
多

景
の
人
口
を
失
い
つ
ヽ
も
、
天
草
の
人
日
は
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

事
頁
は
、
天
草
に
於
て
諸
地
方
に
普
逼
的
に
見
ら
れ
る
人
口
制
限
の
如
き

こ
と
が
、
殆
ん
ど
行
わ
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
思
わ
し
む
る
も
の
で
、

こ
の

も
の
と
云
え
よ
う
。

ひ、

六‘

を
の
一
面
を
物
柄
る



は
そ
の

□
日
本
史
」
六
八
章
に
於
て
五
島
の
天
然
痘
に
謝
し
て
次
の
如
く
述

べ
て
居
ろ
）

天
然
痘
の
流
行
す
る
時
、
島
民
の
之
を
怖
れ
る
こ
と

4-K
っ
た
ら
、
西
洋
諸
國
3

黒
死
病

に
到
す
る
の
に
異
な
ら
ず
、
こ
れ
に
罹
っ
た
者
が
あ
る
と
、
家
iJ
ら
閤
離
し
て
―
，
ぷ
cD
回
復
を

ま
つ
。
殿
3

家
来
逹
も
一
定
3

日
駁
を
網
過
す
る
に
非
ざ
れ
ば
登
城
を
許
さ
れ
な
い
。
又
回

復
し
た
者
が
外
出
す
る
時
は
、
ま
づ
齋
戒
沐
浴
し
て
身
を
潔
め
衣
服
を
更
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

し
た
で
あ
ろ
う
し
、

思
う
に
切
支
丹
の
偲
酒
者
の
往
来
と
雖
ど
も
此
の
悪
役
の
何
播
を
助
長

耶
鮮
會
刷
係
史
料
に
願
病
と
稲
せ
ら
れ
て
い
る
も
の

の
中
に
は
そ
の
博
染
の
速
や
か
な
欣
態
か
ら
す
れ
ば
天
然
痘
を
も
含
む
も

の
の
如
く
、
一
方
そ
の
椅
療
事
業
の
影
薯
で
隔
離
其
の
他
り
科
學
的
慮
僧

も
特
に
九
州
地
方
に
は
一
骰
に
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
徳
川
期
り
醤
書
に
も

此
の
地
方
の
病
粁
伽
離
の
風
印
に
就
い
て
述
べ
た
も
の
が
多
い
°
註

「
肥
後
國
天
草
、
熊
本
、
周
防
國
岩
國
、
紀
伊
國
熊
野
信
濃
閾
木
層
山
中
、
御
獄
山
3

邊

等
に
お
い
て
、
痘
措
患
ふ
も
3

あ
れ
ば
、
一
瑯
一
村
を
隔
て
、
人
家
を
去
る
こ
と
一
1

一
里
に

し
て
、
山
野
深
谷
に
小
屋
を
し
つ
ろ
ひ
、
或
は
歴
家
を
か
り
て
傍
人
を
附
け
置
き
て
、
食
物

な
ど
始
に
運
ば
せ
、
一
家
親
類
た
り
と
も
出
入
を
や
め
て
、
臀
を
迎
（
て
薬
を
用
ふ
る
こ
と

も
少
な
し
」
（
一
國
宇
痘
疹
戒
章
ー
一
〉
C

「
肥
前
大
村
及
び
肥
後
天
草
ゥ
如
き
、
痘
疹
を
憫
る

4

の
甚
し
き
、
若
し
痘
疫
内
地
に
入

れ
ば
、
父
母
兄
弟
妻
子
心
差
別
な
く
、
皆
こ
れ
を
山
野
に
捨
て
て
、
決
し
て
こ
れ
を
顧
み

ず
、
唯
そ
の
死
生
り
ま
A

に
し
て
治
療
を
加
ふ
る
こ
と
な
し
、
縦
令
平
癒
す
る
も
ゥ
あ
り
と

雖
も
、
百
日
を
過
ぎ
一
時
を
鍮
え
ざ
れ
ば
其
家
に
蹄
る
こ
と
な
し
」
（
「
痘
崎
問
答
」
）

「
大
村
藩
領
内
ば
、
古
末
痘
針
を
恐
る

4

こ
と
甚
し
く
、
痘
病
に

i
A
り
た
る
も
CO

は、

人
家
を
離
れ
た
る
山
中
に
木
屋
を
構
（
て
、
此
虞
に
界
送
し
、
定
め
た
る
看
病
人
3

外
は
、

1

切
交
通
を
紹
ち
親
子
夫
婦
た
り
と
も
立
寄
る
こ
と
を
得
ず
、
又
其
家
に
て
は
、
日
々
飲
食

衣
服
薬
品
等
一
切
需
用
の
品
を
運
び
、
警
師
を
頼
み
、
山
使
を
傭
ふ
な
ど
、
其
槃
用
移
し

く
、
且
つ
1

且
山
に
運
び
入
れ
た
る
物
品
は
再
び
人
里
に
持
斃
る
こ
と
な
ら
ざ
れ
ば
、
諺
に

造

泄

天

草

の

入

口

問

題

と

そ

の

背

景

れ、

七

た
。
こ
れ
忙
敢
初
の
忠
者
に
対
し
て
と
ら
れ
た
幽
置
で
あ
る
と
考
え
ら

次
に
舟
に
よ
っ
て
、

が
令
せ
ら
れ
て
居
ろ
。

痘
猶
百
貰
と
唱
へ
中
等
以
ド
3

生
計
に
て
は
、
大
低
身
代
を
潰
し
、
累
代
心
住
家
を
も
離
る

4

も
の
少
か
ら
ギ
／
」
（

l_大
村
藩
種
紅
話
'
-
)

天
車
に
於
け
る
痘
術
の
賞
院
を
見
る
と
先
ず
殆
ん
ど
罹
病
と
共
に
陥
離

が
行
わ
れ
以
卜
の
所
伯
の
正
し
い
こ
と
を
裏
書
し
て
い
る
。
天
草
に
は
賓

永
以
前
か
ら
痘
術
忠
行
り
総
に
山
小
屋
な
る
施
設
が
存
在
し
た
。
現
在
山

小
屋
に
刷
す
る
最
も
古
い
所
見
は
賓
氷
六
年
の
節
書
で
あ
る
。

る
と
、
疱
術
人
llJ
小
屋
の
構
辿
は
一
人
営
り
―
‘
間
四
方

ll人
位
を
牧
容
し

燎
は
茅
節
で
園
み
床
を
眼
り
外
敷
き
に
す
る
様
に
定

一
け
の
羅
病
粁
什
人
迄
は
此
の
枷
離
病
合
に
牧
容
す
る
が
そ
れ
を
起
過

す
る
と
旭
出
の
卜
、

め
ら
れ
て
い
る
。

得
ろ
小
屋
で
阻
根
、

甜
つ
て
他
領
に
患
者
を
連
び
よ
る
枷
雌
法
が
あ
っ

下
知
を
得
て
病
者
を
村
家
に
僧
き
行
護
者
を
除
く
外

の
健
康
證
の
粁
は
村
端
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

山
小
屋
に
入
つ
た
痘
術
患
行
は
一
人
に
付
き
二
人
宛
の
看
病
人
を
付
け

醤
師
の
手
に
よ
っ
て
十
分
餐
生
を
加
え
ら
れ
る
規
定
で
病
粁
の
扶
持
米
、

臀
師
の
手
常
て
等
に
圏
し
て
は
三
人
の
宰
領
人
が
設
け
ら
れ
、
多
敷
の
患

者
が
骰
生
し
村
方
で
虞
押
し
得
な
い
時
は
常
い
の
指
揮
を
仰
ぐ
可
き
こ
と

（
「
天
草
郡
年
表
事
銘
一
）

風
雨
に
拘
ら
ず
近
邪
に
桔
み
除
け
12
史
料
と
か
皿
皿
山
茄
術
病
人
今

晩
出
船
二
付
村
中
よ
り
加
努
錢
丘
百
目
芯
消
し
一
〈
文
化
四
年
麻
濱
村
）
と
云

う
様
な
事
例
も
見
出
＄
れ
ろ
。

こ
よ

ふ

t

こ
し



今
幸
に
し
て
文
化
四
年
及
び
ガ
年
の
高
濱
村
に
蜀
す
る
諏
訪
之
即
の
肱
況

が
知
り
得
ら
れ
る
か
ら
痘
術
流
行
の
賓
態
を
捕
え
る
紅
味
に
於
て
略
述
す

二
月
、
同
所
の
腔
助
か
病
死
、
病
名
は
不
明
で
あ
っ
た
が
灼
中
並
び
に
伴

式
に
立
寄
つ
た
者
多
敷
か
一
時
に
骰
病
し
詞
月
十
四
日
迄
に
は
七
十
五
人

の
患
者
が
疲
生
し
詞
日
こ
れ
を
山
小
屋
に
虹
に
固
屈
家
族
を
除
小
届
に
陥

離
す
る
こ
と
＼
な
っ
た
。
然
る
に
祈
忠
者
が
更
に
殷
Il
し
、
・
除
小
届
か
ら

山
小
屋
に
移
ご
れ
る
も
の
も
生
じ
翌
年
一
月
迄
に
は
罹
病
村
一
五

0
人
中

諏
訪
之
郎
は
家
敷

る。 す
る
わ
け
で
あ
る
。

ニ
ー
一
軒
人
敷
五
四

0
人
の
小
字
で
、
文
化
四
年
＋

の
番
屋
が
撤
去
1
3

れ
辿
行
が
訓
＄
れ
庄
屋
は
諸
載
を
行
っ
て
訥
態
に
役
餡

一
村
賤
ら
ず
疱
術
を
ー
仕
廻
う
た
場
合
に
は
口
明
い
」
が
行
わ
れ
口
々

な
ど
交
辿
が
遮
顕
さ
れ
る
協
一
時
代
官
所
の
政
治
機
能
が
中
絶
す
る
こ
と

も
起
り
得
る
。

他
村
え
立
退
く
事
飼
も
あ
り
、

代
官
所
所
在
地
が
流
行
池
と
な
っ
た
場
合

近

世

天

草

の

人

口

問

題

と

そ

の

背

祭

隔
離
と
同
時
に
庄
屋
は
一
方
富
岡
の
代
官
所
へ
飛
脚
を
差
し
立
て
＼
屈

出
で
又
僧
侶
其
他
に
祈
疇
を
依
頼
す
る
慣
例
で
前
褐
文
化
四
年
話
濱
村
の

例
で
は
エ
虹
短
術
為
祈
疇
隣
峰
庵
一
一
て
皿
山
巾
安
全
大
般
若
理
趣
分
継
轄

讀
御
願
申
上
]
と
見
え
て
居
る
。

而
し
て
流
行
椙
賑
を
極
め
る
と
其
の
影
嘔
も
甚
大
で
宗
門
改
が
延
期
さ

れ
る
位
は
常
然
り
こ
と
で
或
は
大
月
桓
が
そ
り
届
村
に
留
る
こ
と
を
得
ず

し
な
い
ー

會

所

詰

ー大

庄

斥と

の
人
口
を
減
少
せ
し
め
る
作
川
を
為
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
を
存

の
男
女

一
人
等
が
失
わ
れ
た
。

五
七
人
が
死
亡
し
九

0
人
が
生
存
し
て
い
る
。
此
の
頃
に
至
っ
て
主
治
賢

と
し
て
肥
後
宇
士
郡
仰
江
村
か
ら
招
聘
し
た
宮
田
賢
育
が
即
村
せ
ん
と
し

て
い
る
か
ら
大
證
に
於
い
て
此
の
程
度
の
被
寓
を
以
て
終
息
し
た
も
り
と

推
定
ご
れ
み
が
中
に
は
一
家
六
人
が
全
滅
せ
る
も
の
家
族
の
大
半
を
失
う

も
の
幼
兒
一
人
の
み
が
生
ぎ
残
る
も
の
等
が
生
じ
そ
り
徹
件
が
僅
少
な
も

の
で
な
い
こ
と
が
幽
著
で
あ
る
。

の
一
―
-
、

中
に
あ
っ
て
家
頭
（
家
父
長
）
を
失
っ
た
も
り
一
四
、

1
0
オ
以
下
の
幼
兒
の
死
亡
二
九
、

(
[
＇
諏
訪
之
辿
疱
術
病
人
山
小
屋
入
井
除
小
屋
入
翡
立
帳
〗

肱
況
斯
く
の
如
く
で
あ
れ
ば
天
草
島
民
が
極
度
に
疱
術
を
怖
れ
る
の
は

嘗
然
で
あ
り
、
且
つ
年
に
よ
っ
て
被
害
の
程
度
に
恙
異
は
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
が
宛
か
も
風
土
病
で
あ
る
か
の
如
き
観
を
輿
え
ろ
こ
の
伯
染
病
が
天
草

唯
犬
保
末
年
に
及
ん
℃
大
村
藩
の
所
謂
稀
痘
山
の
影
彗
に
よ
っ
て
大
田

山
と
稲
り
ろ
療
養
の
施
設
が
卜
津
江
村
に
設
け
ら
れ
た
。

犬
保
十
三
年
一
月
―
―
十
五

H

態
と
以
同
文
得
御
意
申
候
坂
潮
J
I
I
村
現
成
と
巾
警
師
上
沖
江
村
之
内
宇
大
田
と
巾
所
へ

種
杓
山
相
姶
度
釦
願
巾
上
候
虐
御
許
容
被
仰
付
宮
岡
町
志
岐
村
没
氾
々
柏
射
流
行
之
趣
―
―

候
間
其
勘
よ
り
相
始
候
趣
―
―
付
左
様
御
承
知
成
候
尤
村
々
よ
り
種
疫
相
望
侯
も
り
も
有
之

候
＾
、
此
旨
御
巾
通
可
相
成
候
依
之
村
鱗
廻
朕
如
斯
―
―
御
痙
餃
以
上

I、

主
婦
を
央
っ
た
も

―
-
0
ー
三
0
オ
働
き
盛
り



長
餘
八
幡
町
竪
師

束
筋

1
庄
堅
大
庄
座
衆
中

右
藍
生
玄
成
へ
大
村
営
兼
而
右
段
相
心
得
居
候
も

ID
手
加
勢
之
積
営
所
へ
罷
越
居
候

特
に
嘉
永
元
年
蘭
悴
モ
ー
ニ
ッ
ケ
が
牛
痘
苗
を
長
崎
に
齋
し
て
以
後
は

間
も
な
く
此
0
法
か
採
J
l
l
岱
れ
漸
く
に
し
て
積
年
の
惨
苫
か
ら
鮒
放
＄
れ

之
に
刷
し
て
興
味
深
い
こ
と
は
長
騎
の

粛
家
木
下
逸
雲
か
嘉
水
一
一
年
の
頃
天
草
に
来
つ
て
中
痘
を
施
し
、
更
に
悴

師
に
封
し
て
も
此
の
勒
来
の
補
痘
法
を
傭
え
ん
と
し
て
い
る
こ
と
で

H
本

醤
學
史
の
上
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
＼
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
°
訂

嘉
永
―
―
一
年
―
―
―
月
―
―
十
七
日

廻
朕
閾
人
持
渡
之
牛
将
を
以
植
幻
之
儀
上
津
深
江
村
字
太
田
山
に
お
ゐ
て
取
行
度
趣
依
頼

承
笠
是
迄
試
候
由
之
虞
至
面
帳
安
共
上
博
染
等
之
鋲
逍
茂
無
之
天
行
紅
流
行
―
―
交
餃
而
も
再

煩
之
想
無
之
趣
願
然
い
た
し
然
候
慮
外
村
々
之
内
一
一
茂
未
熟
之
族
匿
と
も
を
＾
留
趾
為
及
種

痘
如
何
之
趣
も
相
閉
候
、
右
者
得
斗
相
枇
正
法
熟
練
り
も
の
候
と
も
御
役
所
へ
届
出
差
岡
を

請
取
計
可
巾
候
、
猥
ー
ー
出
所
茂
恥
と
不
改
旅
警
を
招
膀
手
儘
之
取
計
致
間
敷
條
、
此
回
朕
村

下
令
請
印
早
々
順
逹
貿

追
而
本
文
牛
痘
博
染
口
致
趣
相
辮
大
田
山
へ
参
居
候
緊
師
村
方
（
招
自
宅
二
お
ゐ
て
取
行
度

候
段
願
出
候
村
も
有
之
（
中
略
）
此
段
も
心
得
と
し
て
相
逹
鞣
候
事

木

下

勉

雲

右
の
も
の
憐
種
お
功
者
之
趣
―
―
付
裳
地
に
呼
寄
之
上
嘗
春
己
末
相

□し
候
慮
大
勢
口
安
く
種

痘
い
た
し
諸
人
相
助
り
侯
折
柄
此
度
富
岡
陣
展
詰
之
も
り
と
巾
越
候
趣
―
―
而
は
天
草
郡
中
疱

癒
流
行
之
由
一
一
付
牛
痘
望
の
も
の
も
追
々
出
来
候
趣
相
開
候
間
諸
人
を
救
候
仁
術
之
俄
j

ー
付

不
取
敢
出
立
申
談
逸
雲
差
向
候
、
無
疑
念
望
之
も
の
は
種
痘
受
可
申
候
尤
元
末
嘗
人
施
し
之

．
志
有
之
候
付
都
而
無
心
配
手
軽
二
取
計
小
前
難
澁
不
相
成
様
世
話
可
被
致
、
且
右
牛
痘
簿
法

望
之
匿
師
え
ほ
是
又
相
俸
（
候
趣
―
―
付
其
旨
組
之
庄
屋
え
通
逹
い
た
し
候
様
可
被
相
心
得

近

世

天

草

0
人

口

問

題

と

そ

の

背

摂

嘉
永
―
―
一
年
四
月
一
日

畳

る
こ
と
＼
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

此

朦

竃

藪

口

軒

一
惣
人
高
一
1

一
千
百
四
拾
―
―
一
人

内

女男
九

大

江

村

千
五
百
六
拾
ボ
人

千
五
百
八
拾
壼
人

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

候
、
此
書
付
被
見
候

□留
り
村
よ

lJ
富
岡
陣
屋
（
可
被
差
出
傑

池

田

岩

，

ノ

｝

承

手

代

紅

林

伊

九

郎

（
下
略
）

天
草
と
切
支
丹
と
の
闊
係
は
永
緑
九
年
ク
JV

メ
ー
ダ
の
伯
迫
以
来
の
こ

方
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
此
の
地
域
を
背
景
と
し
て
原
城
一
校
が
生
起
し
た

の
も
遇
然
で
な
く
、
文
化
一
一
年
を
―
つ
の
頂
閉
と
し
て
崎
沖
、
大
江
、
今
富
、

高
濱
の
語
村
を
中
心
に
起
つ
た
大
規
模
な
切
支
丹
廂
れ
は
特
に
注
目
す
べ

き
こ
と
＼
云
わ
な
く
て
は
な
ら
む
。
こ
の
文
化
．
一
年
の
切
支
丹
崩
れ
は
共

の
伯
川
末
勘
迄
長
期
間
に
日
つ
て
溝
伏
し
て
居
た
こ
と
と
、

支
丹
の
敷
が
五
千
註

そ
の
隠
れ
切

を
起
え
る
上
大
な
も
の
で
あ
っ
た
勁
に
於
て
市
祝

き
る
べ
含
も
の
で
あ
り
、
一
應
天
草
の
人
口
問
題
と
刷
辿
を
考
．
え
て
み
る

註

文

化

二

年

の

天

草

3

切
支
丹
崩
れ
は
信
徒
の
鑢
駁
五
千
百
人
(
-
文
化
―
―
年
丑
、
以
瞥
付

本
願
低
事
」
等
）
と
明
記
さ
れ
な
炉
ら
そ
3

藪
が
余
り
に
多
敷
な
為
に
僭
｀
ぜ
ら
れ
ず
、
五

千
余
人
は
信
ぜ
ら
れ
な
い
に
し
て
も
千
人
は
越
え
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
が
っ
た
が

此
り
事
件
り
匝
接
開
係
者
り
記
録
に
よ
る
と
そ
グ
賞
藪
は
四
村
心
惣
人
高
一

0
七
1

一
一
人

中
五
―

1
0
二
人
0

所
謂
宗
門
心
得
違
の
者
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

宗
門
心
得
違
髄
改
四
ヶ
村
人
高
之
事

文

化

二

御

改

と
で
あ
る
が
、

天
草
島
は
島
原
牛
島
と
共
に
最
も
某
督
敦
の
滲
透
し
た
地

天

草

と

切

支

丹

以
上



此

課

家
敷
五
百
七
十
軒

ー同

同噺

三
千
一
1

ー
百
廿
人

f
 

同
戴
百
五
十
四
特

千
四
拾
五
人

但

内

男

千

六

百

五

人

女

千

七

百

十

五

人

内
男女

本
窟
―
―
百
拾
四
卿

別

宅

四

拾

粁

ぶ
r一
9ー 内

拾
六
人
屈
宗

此
家
敷
四
軒

濱

村

五
百
五
十
六
人

四
百
八
十
九
人

宗
門
心
得
違

七
百
九
拾
―
―
一
人

男

一
1

一
百
八
拾
―
―
一
人

女

四

百

拾

人

内

索

人

此

諜

家

数

百

五

十

何

同

男
九
百
―
―
―
拾
九
人

女

八

百

九

十

九

人

千
八
百
―
―
―
拾
八
人
内

メ

家
別
顕
四
百
拾
九
人

千

七

頁

九

人

内

女男

八八

百百
五五

十拾
今六三

人人

鼻．』

吊

村

宗
門
心
得
違

人

此
3

事
件
に
開
し
て
は
長
沼
賢
海
氏
の
研
究
「
江
戸
時
代
に
於
け
る
天
草
り
切
支

丹
）
」
か
あ
り
、
予
も
改
め
て
此
り
問
題
を
版
扱
い
た
い
り
で
そ
の
内
容
に
就
い
て
は
今

此
虞
に
逃
べ
な
い
が
、
そ
り
よ
っ
て
来
る
慮
は
遠
く
父
文
化
ニ
―
―
一
年
り
弾
黙
を
以
て
切
支

丹
等
が
全
く
屏
息
し
去
っ
た
も
り
で
も
な
か
っ
た
。

弾
駆
に
到
す
る
反
動
が
現
わ
れ
た
り
は
文
化
二
年
後
六
年
を
細
過
し
た
文
化
八
年
で
、

即
ち
同
年
五
月
初
旬
網
代
に
就
い
て
隣
村
崎
罪
と
り
紛
弔
等
に
端
を
登
し
て
歯
切
支
丹
達

が
「
邪
宗
御
吟
昧
の
仕
返
、
安
念
岨
し
」
を
企
て
つ

A

あ
る
と
の
情
報
氾
油
濱
村
庄
屋
に

博
え
ら
れ
た
。
（
此
の
記
録
は
表
紙
に
「
文
化
八
年
」
「
崎
吃
飲
」
の
字
が
見
ら
れ
る
以

外
標
題
が
鋏
狙
し
て
い
る
＇
）

文
化
二
年
の
事
件
は
別
に
史
料
を
縄
め
つ
＼
あ
る
の
で
、
此
慮
に
は
切
支

丹
の
根
強
さ
を
窺
う
意
林
に
於
い
て
文
化
八

1
の
細
過
を
述
べ
る
。

五
月
十
―

-
H
村
民
等
は
氏
神
の
井
殿
に
集
合
、
漸
く
運
勁
は
表
面
化
し

十
五

H
に
至
る
と
唐
船
挽
船
に
蘭
し
て
餡
津
村
か
へ
1

富
村
の
立
入
を
禁
示

五

千

咸

百

訊

人

内

五
千
五
百
拾
人

七

百

戴

人

内

女男

索

-
＝
百
五
拾
試
人

三
百
五
十
人

此

謁

内

（
高
濱
村
村
鑑
四
五
）

女男女男

戒戒戒＝
千千千千
五六八六
百百百百
七廿廿八
十七六十

五人人四
人人

宗
門
心
得
違

案

此

諏

竃
敷
廿
七
秤

合

壼
萬
七
百
拾
式
人

五
千
―
―
―
百
六
人

五
千
三
百
六
十
―
―
一
人

内

男
女

メ

ー同

同翫

爪
千
四
百
拾
壼
人

男
一
一
千
四
十
―
―
一
人

女

千

八

十

九

人

内

但

f
 

男
―
―
千
四
十
―
―
一
人

女

千

八

拾

九

人

内

崎

津

村

一
百
拾
六
人

内

本
睾
別
宅

廿六
四十女男

粁悶
百
七
拾
五
人

百
四
十
嗽
人

口
□□
四
十
一
軒

戒
千
百
―
―
―
括
式
人

宗
門
心
得
違

本
鼈
別
宅

八
拾
五
軒
但

内

女男

五
百
十
九
人

四
百
九
十
式
人

近

世

天

草

、

の

人

口

問

題

と

、

そ

の

背

憬

千
拾
壼
人

素

人

同

―
―
一
千
四
人

内

男女
四
百
五
十
軒

百
廿
―
―
一
軒

「

O

千
四
百
冊
人

千
五
百
七
十
四
人

人

宗
門
心
得
違

索

人



左
衛
門
の
地
所
内
に
取
桐
ぷ
札
た
古
危
り
―
つ
が
あ
り
地
巾
の
人
骨
は
悛
か

れ
て
栂
中
に
投
ぜ
れ
ら
た
。
親
類
或
は
〔
永
族
に
病
身
の
者
が
牛
じ
た
の
で

古
老
に
占
は
せ
た
と
こ
ろ
墓
所
の
出
ぶ
り
で
あ
る
~
云
わ
れ
た
の
で
取
崩
さ

れ
た
双
川
の

t
を
先
祖
の
募
地
の
側
に
一
ー
内
々
雌
に
取
，
げ

□て
た
い
と
エ
う

村
方
が
繁
敦
の
報

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
應
拒
絶
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

復
に
動
き
用
し
た
勢
に
乗
じ
て
再
び
東
仙
に
此
の
問
隠
を
持
ら
出
し
た
も

の
で
現
在
り
村
役
人
の
ド
に
在
つ
て
は
再
輿
不

nI
能
で
あ
る
か
ら
、
庄
屋

を
追
い
退
け
然
る
後
再
興
を
企
て
パ
と
し
て
い
る
も
い
の
よ
う
で
あ
る
。

更
に
六
月
卜
1
•
F
lに
は
佐
左
衛
門
な
る
行
の
牛
後
六
卜
日
程
の
竹
が
死

去
し
た
と
こ
ろ
、
僧
侶
に
依
頼
せ
ず
自
分
等
の
み
で
坪
作
を
行
い
こ
の
事

は
文
化
二
年
の
松
ぷ
教
に
活
躍
し
た
僧
侶
の
一
人
極
常
長
老
を
し
て
大
い
に

立
腹
せ
し
め
た
。

十
六

H
に
予
つ
て
一
揆
は
愈
々
本
棺
化
し
不
参
加
者
（
素
人
、
即
も
切
支

丹
で
な
い
者
が
大
部
介
で
あ
る
）
の
家
々
に
は
四
五
度
も
使
を
差
し
，
立
て

＼
難
鵜
を
持
ち
か
け
、

一
揆
に
輿
し
な
い
者
は
小
兒
た
り
と
も
屋
外
に
出

近

世

天

草

の

人

口

問

題

と

そ

の

背

景

勺
月
八

H
に
ポ
つ
て
束
仙
は
茂
左
衛
門
が

今
以
て
切
支
丹
を
（
す

3
も
刀
ら
し
い
事
を
庄
吊
に
恨
告
し
て
い
る
。
茂

頼
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、

の
鮎
果
取
加
苔
れ
た
切
支
門
咄
を
再
輿
す
へ
＜
束
仙
~
楢
す
る
僧
侶
に
依

こ
の
事
件
役
牛
以
前
か
ら
茂
片
印
円
な
る
者
が
文
化
一
．
年
切
支
丹
吟
味

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

味
右
雨
條
の
打
返
し
忘
念
貼
し
致
し
庄
王
を
追
退
け
L

ん
と
し
つ
＼
あ
る

し
た
事
件
も
加
わ
っ
て

ー
じ
年
以
前
巽
心
小
御
乳
し
と
井
び
に
去
平
棘
愛
吟

一
日
夫
相
勤
不
申
候
事

歩
米
差
出
不
申
候
事

づ
る
を
任
＄
ず
と
云
つ
の
で
あ
る
か
ら
田
畑
の
耕
作
に
も
出
ら
れ
な
い
わ

け
で
あ
る
Q

廿
一
人
の
不
参
加
者
に
罰
し
て
二
百
余
り
口
吹
が
押
し
か
け
悪
11
を
放

ち
寺
院
に
は
股
餞
腐
米
を
輿
え
ず
庄
呈
も
ろ
共
村
方
よ
り
惜
｀
い
巾
さ
ず
と

大
年
日
に
て
喚
び
、
夜
に
入
つ
て
直
五
六
卜
人
の
一
湘
は
庄
星
に
直
対
す
べ

し
と
罰
し
て
几
つ
過
ぎ
迄
五
時
間
に
百
つ
て
中
呈
つ
役
宅
を
包
限
し
た
。

勢
則
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら
下
女
下
男
の
自
宅
に
引
取
る
も
の
が
あ
り

醤
帥
も
一
味
し
な
い
者
は
僚
治
を
拒
絶
さ
れ
、
年
子
屋
の
子
供
等
に
至
る

迄
そ
の
余
波
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
綿
打
的
人
も
徒
窯
に
組
せ
ず
ん
ば
村
え

一
校
方
の
一
人
を
家
、
下
と
す
る
紺
届
某
も
借
星

を
立
退
い
て
は
生
活
し
得
な
い
の
で
余
義
な
く
之
に
加
わ
る
こ
と
＼
な
っ

た
。
一
揆
は
又
庄
星
手
附
の
算
用
方
、
使
香
に
封
し
て
も
仕
事
を
放
棄
す

る
様
勘
誘
し
て
居
る
。

六

H
州
日
に
一
揆
中
の
三
卜
九
人
が
冨
岡
に
赴
い
て
居
る
の
は
代
官
に

対
し
て
訴
訟
せ
ん
が
鯰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
彼
等
が
半
ば
公
然
と
切
支

丹
緊
制
に
封
し
て
抵
抗
し
て
い
る
こ
と
は
徳
川
時
代
の
出
来
事
と
し
て
は

駕
く
べ
き
こ
と
＼
云
つ
て
よ
い
つ
以
下
八
月
に
至
る
迄
の
詳
細
は
記
載
を

訣
く
の
で
不
明
で
あ
乙
が
此
の
運
動
が
決
し
て
中
絶
し
た
も
の
で
は
な
い
1

こ
と
は
今
靡
村
の
年
寄
役
等
が
五
箇
條
か
ら
成
る
文
書
を
庄
屋
上
田
演
五

右
衛
門
に
突
き
付
げ
た
の
を
以
て
も
知
り
得
る
。

い
出
入
を
差
留
め
ら
れ
、



を
絶
つ
と
云
う
の
で
あ
る
。

右
の
外
、
事
件
落
着
迄
恣
賣
買
磁
職
人

H
庫
等
庄
屋
と
は
一
切
の
闊
係

近
抵
充
寧
の
人
口
問
題
と
そ
の
背
景

1

役
座
屋
禰
繕
不
仕
條
事

1

塀
修
覆
不
致
候
事

庄
屋
富
岡
出
勤
人
足
之
儀
御
用
之
筋
次
第
に
而
相
勤
不
申
候
事

次
に
几
月
十

H
の
條
の
登

T
田
村
葛
河
内
の
位
蔵
と
稲
す
る
行
が
牛
を

殺
し
牛
皮
、
肉
を
取
扱
っ
た
こ
と
が
役
方
に
聞
こ
ぇ
吟
味
の
上
纏
手
鉛
を

か
け
て
償
い
た
慮
、
村
方
の
者
が
態
と
逃
亡
さ
せ
た
事
件
が
起
り
四
筒
村

（
文
化
二
年
の
切
支
丹
崩
れ
に
闊
係
し
た
四
箇
村
と
推
定
苓
れ
る
J

い
）
が
之

と
爛
係
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
と
疑
わ
れ
て
居
る
。

又
そ
れ
に
績
く
末
文
に
異
宗
御
吟
味
の
節
内
々
賄
賂
を
村
方
に
贈
つ
て

素
人
と
な
っ
た
と
云
う
五
人
の
名
前
を
限
げ
て
居
る
。

息
う
に
文
化
二
年
の
切
支
丹
崩
れ
に
よ
つ
て
大
江
以
下
の
四
村
に
五
千

二
内
の
所
謂
宗
円
心
得
迩
の
男
女
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
災

に
西
日
筋
に
は
（
例
え
ば
壼
丁
田
の
如
き
）
若
干
の
唸
れ
切
支
丹
が
存
し
て

居
た
か
も
知
れ
ず
又
右
の
四
筒
村
の
素
人
中
に
も
猶
何
人
か
の
切
支
丹
か

あ
っ
た
こ
と
が
想
倣
さ
れ
る
。
要
す
る
に
天
車
は
従
来
想
像
＄
れ
た
以
卜

．
 

の
多
数
の
切
支
丹
を
擁
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

吊
後
に
我
等
に
と
つ
て
よ
り
車
要
な
こ
と
は
こ
の
か
つ
て
の
匠
れ
切
支

丹
砕
が
文
化
二
年
の
弥
應
に
よ
つ
て
終
俎
し
去
ら
ず
、
六
年
の
後
に
於
て

猶
抵
抗
を
試
み
ん
と
し
て
届
る
こ
と
で
あ
る
。
此
の
執
拗
な
る
反
澄
力
は

如
何
な
る
も
の
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
切
支
丹
信
仰
が
そ
の
直
接

ー1-

の
楔
機
の
一
部
を
為
し
て
居
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
が
、
災
に
彼
等
の

倍
仰
が
な
を
積
極
性
を
持
績
し
そ
の
背
後
に
在
る
大
な
る
槙
打
の
役
目
を

為
し
て
居
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

斯
く
見
来
る
時
、
天
草
の
人
口
現
象
も
亦
切
支
丹
の
逍
産
の
―
つ
で
あ

る
と
考
え
得
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
。
粕
胎
と
殺
兒
の
悪
應
に
剖
す
る
非
難

は
切
支
丹
の
渡
来
と
共
に
始
ま
っ
た
と
云
つ
て
よ
い
。
ザ
ヴ
ィ
エ

JV

が
天

文
二
十
一
年
山
口
の
街
頭
に
於
て
先
ず
非
難
し
た
も
の
は
偶
像
崇
拝
、
男

色
と
共
に

□久
が
子
供
を
養
育
す
る
苦
榜
か
ら
免
か
れ
ん
た
め
、
子
供
が
生

「
人
を
害
す
べ
か
ら
ず
]
と
す
る
十
誠
は
さ
て
お
く
も
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ

シ
タ
ン
等
切
支
丹
敦
義
書
が
此
の
事
を
強
調
す
る
の
は
嘗
然
で
「
さ
ん
た

ま
り
や
の
湖
組
の
視
則
」
の
如
f
二
子
を
店
ろ
す
か
こ
ろ
す
」
者
は
組
の

通
用
を
放
つ
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

父
事
賓
切
支
丹
に
徒
の
間
で
は
人
口
の
増
加
が
み
ら
れ
た
ら
し
く
、
炉

イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
一
五
八
五
年
一

0
月
一
日
付
長
崎
後
書
翰
盆
3
上
直
次

．
郎
氏
「
加
咄
廊
會
の

H
本
年
報
」
第
二
輯
）
に
も
之
に
幽
す
る
記
載
が
あ
る
。

「
日
本
に
於
て
は
異
教
徒
が
貧
苦
3

為
め
、
又
古
末
ゥ
慣
習
に
依
り
、
悪
魔
の
勤
め
に
従

っ
て
生
れ
た
子
女
り
中
、
養
育
す
る
こ
と
り
出
来
る
者
の
み
を
育
て
も
こ
と
が
通
常
で
あ

る
故
、
附
胎
ぱ
無
敷
で
、
生
れ
た
上
殺
す
幼
兒
も
亦
多
数
で
あ
る
。
是
は
大
に
驚
く
ぺ
き

事
で
あ
る
。
菌
所
に
於
て
住
民
は
皆
キ
リ
シ
ク
ン
で
あ
り
キ
リ
シ
ク
ン
を
な
い
者
は
此
所

に
居
住
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
皆
キ
リ
シ
ク
ン
と
し
て
生
活
す
る
故
、
子
供
を
殺
す
こ
と

な
く
、
其
敷
は
噌
加
し
晃
教
徒
の
町
に
比
し
て
非
常
に
多
く
、
又
皆
稀
な
る
才
能
の
者
で

あ
る
。
」

文
化
年
間
に
至
る
迄
＿
百
年
に
一
旦
つ
て
命
脈
を
維
持
し
た
切
支
丹
が
、

れ
る
と
殺
し
、
或
は
柏
胎
す
る
L

こ
と
で
あ
っ
た
。



そ
の
耕
作
地
は
、

泣
9
厚厚捻

f．デ
9
仄
沿

B
渾遍
t
して[‘,¢ぃ渭渭景

こ
れ
以
外
の
居
住
者
は
、

小
前
名
子
、

飛

地

向

へ

た

i

迫
L.‘ 

或
は
漁
師
で
あ
る
。

濱
方

枝

瑯

軍

油

一
追
ニ
辿

半
百
姓
株

半
百
姓
株

八
人

十
八
人

而
し
て

と
云
わ
れ
て
居
る
。
以
上
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
著
し
い
人
口
の
噌
加

、

本

郁

岡

方

五

追

本

百

姓

株

四

十

九

人

内
繹
は
、

る
。
そ
の
新
し
ぎ
人
口
は
、

次
の
如
き
純
過
を
純
て
、
村
の
一
員
と
な
る

大
江
村
は
、

犬
草
西
岸
の
曲
山
村
で
、

几
追
よ
り
成
る
。

こ
の
固
定
し
た
士
地
、
百
姓
株
に
対
し
て
、

伺
書
l
)

名
子
分
に
な
ら
な
い
も
の
。

形
態
に
於
い
て
受
容
し
た
で
あ
ら
う
か
が
次
に
即
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

一
例
を
大
江
村
に
と
り
．
村
の
構
成
を
手
が
か
り
と
し
て
、
此
の
問
題
を

窺
つ
て
み
よ
う
。

（
文
久
二
年
「
大
江
村
従
来
仕
法
販
棒
」
明
治
三
年
「
大
江
村
仕
法

（
迫
と
は
谷

の
異
名
で
あ
っ
て
、
日
づ
か
ら
七
の
地
磐
が
物
語
ら
れ
て
居
る
。
）
そ
の

の
で
あ
る
。

本
百
姐
之
内
、
男
子
多
く
養
子
相
な
ら
ざ
る
も
ゥ
け
、
名
地
之
内
え
外
名
子
同
襟
屋
敷
地

床
畑
丈
け
哭
れ
置
き
、
高
分
け
分
地
等
仕
ら
ざ
る
義
に
御
堂
侯

又
半
百
姓
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
濱
方
に
於
て
も
、

半
百
姓
之
内
、
男
子
多
く
養
子
相
成
ら
ざ
る
も
り
、
名
地
之
内
え
屋
敷
地
丈
け
哭
れ
置

き
、
名
畑
之
内
少
し
下
作
致
さ
せ
、
高
分
け
の
分
地
等
仕
ら

1,、
一
家
内
同
襟
＝
い
た
し

合
い
候
俄
に
御
座
候

小

＿ヽJ^

目IJ

ぬ。

こ
の
経
過
を
阻
討
す
る
鯰
の
十
八
lJ

な
費
料
を
有
し
な
い
け
れ
ど
も
、

都
べ
て
名
子
の
下
作
で
あ
る
。

名
地
の
外
に
野
地
筈
を
自
力
で
開
痰
し
、
屋
敷
畑
床
畑

或
い
は
打
替
畑
、
其
の
他
狭
少
の
士
地
を
有
し
、
且
つ

こ
の
次
第
に
増
加
す
る
人
口
を
、
固
定
し
た
天
草
の
七
地
が
如
何
な
る

名

子

k

也

と

人

i

j

 

田
山史

原
則
と
し
て
本
百
姓
の
み
に
附
閲
し
、
そ
の
所
有
地
内

に
堪
敷
地
床
畑
を
国
へ
え
ら
れ
る
が
、
比
へ
の
外
の
名
地
は

r l 

（
濱
方
漁
師
頭
）

半
百
姓
半
名

本
田
一
反
荘
畝
歩

石
蒔
余

考
え
る
。

て
一
般
化
し
そ
の
人
口
増
加
の
原
動
力
を
鯰
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

外

野

畑

山

林

か
つ
て
博
道
者
逹
に
よ
つ
て
強
調
ご
れ
た
盾
要
な
徳
目
の
賓
賤
を
博
承

し
た
と
し
て
も
放
て
不
合
理
と
は
云
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
予
は
此
の
切

支
丹
倫
理
が
他
の
要
因
に
助
け
ら
れ
て
天
単
に
於
て
潰
習
的
な
も
の
と
し

本
百
姓

（
岡
方
頭
百
姓
）

一

名

本

田

三

反

五

畝

歩

本

畑

石

蒔

余

人
口
は
自
づ
か
ら
増
加
す



程
な
る
状
態
に
附
つ
か
一
揆

明
和
よ
り
飴
．
水
に
ギ
る
間
、

に
比
例
し
て
零
細
化
の
程
度
は
次
第
に
加
わ
ろ
の
み
で
あ
る
。

同
時
代
社
會
の
特
質
が
天
草
に
於
て
最
も
極
端
な
形
態
を
と
つ
て
、
或
意

味
で
は
般
も
典
聞
的
な
形
に
於
い
て
現
わ
れ
て
い
る
と
．
—
-
口
い
得
る
。

天
草
い
政
治
は
、
敷
度
の
鐙
遷
が
あ
る
が
、
近
恨
の
大
部
分
を
大
領
と

し
て
終
始
し
た
。
犬
草
も
亦
他
の
匹
症
領
股
村
と
詞
じ
く
、

て
先
進
的
で
、
を
れ
に
作
う
語
間
題
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

他
の
渚
藩
の
如
く
＂
袖
府
は
、
直
接
仕
民
に
寄
食
せ
ん
と
す
る
傾
向
は
少
な

か
つ
た
か
ら
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
は
悪
ま
れ
た
條
件
の
下
に
置
か
れ
た

と
言
い
得
る
。
加
う
る
に
條
領
に
於
て
は
、
封
姓
樅
力
の
弛
緩
が
般
も
早

k
卓
に
は
地
兜
的
に
僻
述
の
地
に
存
在
し
な
が
ら
、

―
つ
の
先
駈
的
な
様
相
が
見
出
苔
れ
る
。

百
姓
＿
一
松
及
び
越
訴
が
頻
川
し
て
い
る
こ
と
の
如
ぎ
は
、

そ
の
間
に
は
、

反
庫
に
於
い
て
は
、
恭
動
化
し
、
或
は
不

及
び
江
斤
或
は
長
崎
え
の
越
訴
各
ト

Inlを

る。 であ
り
、

翡
ば
ろ
祇
な
が
ら
虹
代
化
え
の
展
望
が
見
ら
れ

く
現
わ
れ
た
か
ら
、

そ
の
現
わ
れ

そ
の
環
境
に
於

天

領

政

治

近

世

天

草

の

人

口

問

題

と

そ

の

背

景

こ
の
訥
、

は
な
ら
な
か
つ
た
し
註
一
‘

更
に
小
前
の
或
る
行
は
、

L-¥-

此
の
地
方
に
於
け
る
反
抗
運
動
は
常
習
化
し
て
い
る

と
云
い
得
よ
う
。
特
に
訴
泌
に
よ
っ
て
目
的
を
貰
徹
せ
ん
と
す
る
傾
向
が

苦
し
い
の
は
、
注
目
す
へ
き
で
あ
つ
て
、
史
料
に
従
う
な
ら
ば
~
小
前
」
の

活
躍
が
箸
し
く
、
常
時
村
役
人
に
反
抗
す
る
の
も
小
前
で
も
り
、
為
に
村

役
人
は
小
前
に
疑
戚
を
援
か
・
ご
ぜ
る
様
、
計
坪
を
正
確
に
記
録
し
な
く
て

羽
織
を
者
川
し
て

村
役
人
な
り
と
巾
し
立
て
、
法
庭
に
現
わ
れ
る
者
も
あ
る
様
に
な
っ
た
。

註
―
―
最
も
窮
迫
せ
る
小
前
が
、
特
殊
な
環
境
の
下
に
、
次
第
に
訓
練
さ
れ
、

自
ら
間
起
を
解
決
せ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
賞
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

か
＼
る
小
前
の
成
長
は
近
世
天
心
の
特
色
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註
一
近
末
小
入
用
高
掛
も
の
等
の
儀
に
付
小
前
百
娃
共
心
得
遵
村
役
人
之
版
計
を
拒
候
得
者

趣
意
に
叶
候
様
心
得
、
不
辮
之
事
共
品
々
及
出
訴
．
令
吟
味
候
得
者
全
無
謂
儀
多
有
之
不

埓
之
至
り
に
候
、
自
今
以
後
多
人
敷
申
合
不
束
之
懐
中
立
無
謂
村
役
人
之
巾
付
を
拒
み
候

に
お
ゐ
て
は
急
度
吟
味
庄
犀
洞
無
盆
之
入
用
無
之
様
悔
々
心
付
遣
彿
小
人
用
帳
前
々
申
渡

之
通
御
役
所
え
差
出
改
受
都
而
小
前
疑
心
解
候
檬
可
致
條
゜

（
文
化
十
一
年
「
御
用
鯛
寓
帳
」
）

註
―
―
―
是
迄
之
仕
癖
に
茂
可
有
之
哉
御
役
所
え
願
立
置
候
年
寄
百
姓
代
雨
人
共
は
不
罷
出
名

代
と
し
て
小
前
の
も
の
利
織
等
済
し
罷
出
候
虐
に
而
村
役
人
之
旨
申
立
得
と
相
紅
候
虐
に

而
賞
者
代
人
之
旨
申
立
候
も
有
之
、
甚
以
不
都
合
不
宜
候
間
巳
来
は
年
寄
百
姓
代
に
限
り

刃
織
を
着
し
罷
出
代
入
と
し
て
小
前
之
も
の
差
出
候
憐
決
而
不
相
成
候
事

（

弘

化

五

乍

「

同

超
え
て
い
る
か
ら
、

一
四
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